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一 般 質 問 予 定 表 
 

 

令和６年第４回定例会（第４号） 
 

７番 福岡進二 議員（ネット岩出）      【一問一答方式】 

 

１ 岩出図書館運営について 

① 自習席導入以降の利用者数は。 

② 施設の更新について。 

③ 総合保健福祉センター図書室、駅前ライブラリーの活用について。 

２ 窓口業務について 

① 市民課の窓口の状況は。 

② 民間委託導入に向け、市の見解は。 

 

 

９番 大上正春 議員（公明党議員団）     【一問一答方式】 

 

１ 小中学校体育館の空調整備について 

① 酷暑や厳寒での全校集会時などの対応は。 

② 岩出市立学校施設等長寿命化計画における学校体育館への空調整備の検討

状況は。 

 ③ 全小中学校に空調整備を行った場合の概算費用は。 

２ 下水道排水設備工事の助成金制度について 

① 助成金を受けられる条件は。 

② 新築の場合の助成金は。 

③ 市外からの転入世帯に対しての助成金は。 

３ 岩出市住宅耐震改修事業補助金について 

① 市民からの補助金申請件数と待ち状況は。 

② 現在の物価高騰の状況を踏まえて補助金額について市の見解は。 

 

 

５番 奥田富代子 議員（公明党議員団）   【一問一答方式】 

 

１ 岩出市の水道水について 

① 市で実施している検査は何項目か。また、項目にはＰＦＡＳも入っている

のか。 

② 検査の頻度は。 

③ 本市において、安全な水を確保するために行っていることは。また、今後

の取組は。 

２ ペーパーレス化の推進について 

① 過去５年間におけるコピー用紙の各年度の使用量は。 

② ＳＤＧｓの観点から、ペーパーレス化が望まれるが、市役所の推進状況は。 

③ ペーパーレスの目標設定は。 
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３ 岩出市紙おむつ支給事業について 

① 支給対象者の要件は。 

② 過去５年間に給付を受けた者の推移は。 

③ 支給要件の緩和を望む声があるが市の考えは。 

 

１３番 市來利恵 議員（日本共産党議員団）   【一問一答方式】 

 

１ 岩出市総合保健福祉センターヘルストロン使用について 

① 年間の利用者数、一日の平均利用者数は。 

② 使用できる時間の改善と利用方法の改善を求める。 

２ 自転車の安全対策について 

① 自転車ヘルメット着用推進の現状と課題は。 

② 自転車安全教育の現状と課題は。 

③ 道路交通法改正により自転車の「ながらスマホ」の罰則強化、「酒気帯び

運転」の罰則が新設されたが対策は。 

３ 物価高騰等の経済支援について 

① 市民生活の現状は。 

② 物価高騰対策支援として閣議決定された「重点支援地方交付金」の概要・

推奨事業・新たに追加された事業は。 

③ 市の活用事業の内容は。 

 

６番 尾和正之 議員（郁青青クラブ）   【一問一答方式】 

 

１ 防災関連について 

① 防災行政無線の放送について 

（１）市民の意見・要望に対する課題は。 

（２）電話応答サービスの利用状況は。 

また、避難情報の放送時、回線数が不足することはないのか。 

（３）防災行政無線戸別受信機の設置状況は。 

（４）電話応答サービスと防災行政無線戸別受信機を今後どのように周知・啓

発していくのか。 

② 夜間避難時の防犯灯の活用について 

（１）防犯灯の要望件数は。また、必要箇所の把握は。 

（２）防犯灯の設置に必要な要件は。 

 

１４番 増田浩二 議員（日本共産党議員団）   【一問一答方式】 

 

１ 特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の対策について 

① 桜や桃、梅などを枯死させる「クビアカツヤカミキリ」について、市の現

状認識は。 

② 「さくら名所１００選の地」にも選ばれている根来寺周辺をはじめとして、

市内各地域の現状調査を行う必要があるのではないか。 

③ 被害地域の拡大を防ぐためには、早期発見、早期防除が非常に重要な役割

を果たすが、和歌山県から駆除・防除など対策の取組要請は来ていないのか。 

④ 橋本市では、被害拡大により防除対策事業が予算化されてきているが、市

として「クビアカツヤカミキリ」対策の予算対応は。 
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２ 「核兵器廃絶の街」宣言自治体として積極的な取組を 

① 核戦争の危機が高まる中、「核兵器廃絶の街」として、今後の取組は。 

② ノーベル平和賞を「日本原水爆被害者団体協議会」が受賞されたが核兵器

廃絶の運動を進める上で大きな意義をもつものです。「核兵器廃絶の街」と

して、核兵器廃絶運動を進める点で何が求められていると捉えているのか。 

③ 岩出ユネスコ協会が、根来寺で「平和の鐘をならそう」という取組を行わ

れているが積極的な活動支援を。 

④ 原水爆禁止世界大会について。 

（１）市長及び職員の参加を考えるべきではないか。 

（２）小中学生や高校生が原水爆禁止世界大会に参加している意義をどう捉え

ているのか。 

⑤ 平和首長会議から加盟自治体に対する取組要請として、「平和の灯」「被爆

樹木二世苗木」「平和首長会議への参加」なども紹介してきたが、積極的に

取り組む考えは。 

 


